
 

中
国
残
留
孤
児
の
「配
偶
者
」を
支
援
す
る
取
り
込
み
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
！ 

孫
崎
享
著
『
日
本
の
国
境
問
題
―
尖
閣
・
竹
島
・
北
方
領
土
』
を
読
む 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
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２
０
１
３
年
３
月
８
日
（
金
）
１３
：

３０
か
ら
３
月
９
日
（
土
）
１１
：
３０
ま

で
、
日
中
友
好
協
会
の
中
四
国
ブ
ロ

ッ
ク
会
議
が
広
島
市
中
区
の
国
際

会
議
場
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

会
員
の
み
な
さ
ん
に
、
ご
参
加
を

よ
び
か
け
ま
す
。
年
末
の
総
選
挙
の

結
果
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
友
好
運

動
に
と
っ
て
厳
し
い
情
勢
が
生
ま
れ

つ
つ
あ
る
と
き
、
各
県
支
部
の
状
況

続
し
て
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最

後
に
“
「
領
土
問
題
」
の
悪
循
環
を
止
め

よ
う
！
”
―
―
日
本
の
市
民
の
ア
ピ
ー
ル

―
―
の
紹
介
で
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
ア

ピ
ー
ル
は
『
世
界
』
11
月
号
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。 

ま
た 
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検
索
で
き
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

真
田 

 

開
催
す
る
。
そ
の
際
に
「
署
名
」
を

提
出
す
る
。 

  

議
員
要
請
行
動
は
関
東
地
区
を

中
心
に
対
応
す
る
の
で
、
「
岡
山
の

会
」
は
、
院
内
集
会
に
中
国
帰
国
者

２
名
以
上
と
弁
護
士
、
日
中
岡
山

か
ら
も
参
加
で
き
る
よ
う
取
り
組

む
。
そ
の
た
め
に
、
①
現
在
３７
人
の

会
員
を
５０
人
に
増
や
し
、
②
２
０

１
３
年
度
の
会
費
を
早
め
に
集
め
、

参
加
者
の
旅
費
を
保
証
し
、
③
県

内
の
政
党
・
国
会
議
員
へ
の
要
請
行

動
を
弁
護
団
と
相
談
し
て
取
り
組

む
こ
と
な
ど
を
、
１
月
２６
日
に
開

く
「岡
山
の
会
」の
役
員
会
へ提
案
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 小

林
軍
治 

 

《資料１》 

経過報告 

２０１１年 ６月１８日    結成総会（高島公民館） 

     １０月２５日    第１回役員会（岡山合同） 

２０１２年 ２月１０日    日中帰国者委員会(東京 小林) 

      ４月 ２日    ｢配偶者｣生活支援署名打ち合わせ会（長岡） 

                （高杉、高見、平本、小林、その他） 

      ４月１８日～２０日 岡山市役所写真展(平本、説明役) 

      ５月１３日    １２年度総会 弁護団との話し合い 

      ６月１７日    全国弁護団会議（岡山総合福祉会館）（帰国者参加） 

      ７月 ９日    厚生労働大臣面談(高杉、高見) 

      ９月 ５日    自民党中谷議員に説明(弁護団) 

      ７月７日、９月１８日 天満屋前 ビラ配布、署名行動 

     １２月 ９日    全国弁護団会議・活動者会議（則武弁護士） 

        ２７日    高見会長宅での打ち合わせ（高見、高杉、平本、小林） 

を
交
換
し
、
参
考
に
す
る
な
ど
実

り
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 宿

泊
費
、
懇
親
会
費
な
ど
の
一

部
を
岡
山
支
部
・
倉
敷
支
部
の
財

政
か
ら
援
助
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
会
議
で
報

告
し
た
い
活
動
の
趣
旨
を
そ
え
て
、

各
支
部
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

〆
切
は
今
月
末
と
し
ま
す
。 

２
０
１
３
．
１
．
２１ 

普
通
会
員
の
み
な
さ
ん
へ
！ 

中
国
・四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に 

参
加
し
ま
せ
ん
か 

昨
年
の
１２
月
２７
日
、
「
中
国
帰

国
者
の
尊
厳
を
回
復
す
る
岡
山
の

会
」
（
以
下
「
岡
山
の
会
」
）
の
高
見

会
長
宅
で
、
平
本
副
会
長
、
高
杉

会
計
、
小
林
事
務
局
次
長
の
４
人

で
「
配
偶
者
」
支
援
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
報
告

（
資
料
一
参
照
）
を
か
く
に
ん
し
ま

し
た
。
１２
月
９
日
の
原
告
団
・弁
護

団
・
支
援
組
織
の
「
全
国
活
動
者
会

議
」
及
び
総
選
挙
結
果
を
受
け
て
、

１２
月
２６
日
に
出
さ
れ
た
日
中
本

部
の
通
達
で
示
さ
れ
た
、
次
の
二
点

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。  

 

一
、
民
主
党
政
権
下
で
は
全
く
動

か
な
か
っ
た
「
配
偶
者
問
題
」
が
、
新

与
党
（
自
民
・
公
明
）
の
Ｐ
Ｔ
（
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）
が
法
案
提
出
の
方

向
で
努
力
を
始
め
た
こ
と
。 

 

二
、
２
月
１９
日
に
議
員
要
請
行

動
、
２
月
２７
日
に
「
院
内
集
会
」
を

 

１１
月
１０
日
土
曜
日
に
岡
山
県

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

岡
山
・
十
五
年
戦
争
資
料
セ
ン
タ

ー
の
第
９
回
研
究
会
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。 

と
て
も
刺
激
的
な
タ

イ
ト
ル
で
し
た
が
、
当
日
小
林
事
務

局
長
も
出
席
さ
れ
て
お
り
、
中
国

と
の
民
間
交
流
を
に
な
う
私
た
ち

日
中
友
好
協
会
と
し
て
も
、
大
変

関
心
の
高
い
テ
ー
マ
で
す
の
で
期
待

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
10

名
で
、
最
初
に
レ
ジ
メ
を
作
っ
て
き
て

発
表
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
難
波
達

興
さ
ん
で
し
た
。
そ
の
レ
ジ
メ
の
タ
イ

ト
ル
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
１
．
い

ま
、
な
ぜ
「
領
土
問
題
」
か
ー
尖
閣

諸
島
を
中
心
に
ー
、 
２
．
概
念
や

対
応
を
め
ぐ
っ
て
、 

３
．
井
上
清
の

「
尖
閣
諸
島
は
中
国
の
領
土
」
論
―

明
・
清
～
日
清
戦
争
期
ま
で
ー
、 

４
．
戦
後
の
領
土
問
題
と
「
ア
メ
リ
カ

要
因
」 

５
．
外
国
の
事
例
に
学
ぶ
、

６
．
平
和
的
な
解
決
の
展
望
参
加
者

の
多
く
の
方
の
意
見
は
、
や
は
り
「
棚

上
げ
し
か
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
の
が

一
番
の
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
今
後
も

「固
有
の
領
土
」
と
は
何
な
の
か
、
「無

主
の
地
の
先
占
」
論
と
は
何
か
、
ア
メ

リ
カ
の
果
た
し
て
き
た
役
割
と
は
何

か
、
な
ど
多
く
の
問
題
点
に
つ
い
て
継

2278 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

２
月
１
（金
）午
前
１０
時
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
な
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

小林 

竹内和 

竹内袈 

三垣 

・「中
国
帰
国
者
と
の
交
流
会
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

５０
人 

・
「
日
中
国
交
回
復
４０
周
年
記
念

集
会
」 

４０
人 

【
１１
月
】 

・「原
爆
平
和
展
」述
べ
、
１
８
０
０
人 

通
年
・
・
・
●
岡
山
空
襲
平
和
資
料

館
（へい
わ
か
ん
） 

２
ク
ラ
ス
以
上
受
講
す
る
場
合

は
、
１
ク
ラ
ス
に
つ
き
１
期 

１
２
，
０
０
０
円
を
別
途
前
納
す

る
。 

 

受
講
生
に
は
協
会
の
機
関
紙

『
日
中
友
好
新
聞
』
を
、
月
３
回
郵

送
。 

４
、
各
ク
ラ
ス
は
５
人
以
上
の
受
講

生
に
よ
っ
て
運
営
す
る
。
授
業
は

月
４
回
と
す
る
。 

た
だ
し
４
人
の
場
合
は
月
３
回
の

授
業
と
す
る
が
、
受
講
料
は
同
じ

と
す
る
。 

３
人
以
下
は
開
設
し
な
い
。 

（
な
ど
な
ど
） 

 

１
、
講
座
の
運
営
は
営
利
を
目
的

と
し
な
い
。 

２
、
講
師
と
受
講
生
は
、
協
会
の

機
関
紙
『
日
中
友
好
新
聞
』
を
読

み
、
両
国
民
の
友
情
を
深
め
る
。 

県
ニ
ュ
ー
ス
「
お
か
や
ま
」
に
投
稿

す
る
。 

３
、
受
講
料
は
１
期
ま
と
め
て
前

納
と
す
る
。
１
期
６
か
月
分 

 

２
４
，
６
０
０
円 

（
日
中
普
通
会
員
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
８
，
０
０
０
円
） 

前
納
し
た
受
講
料
は
、
授
業
が

行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
を
除
い
て

返
金
し
な
い
。 

 
 

 
 

提
案
内
容
の
一
部
で
す
。 

◎ 

こ
の
講
座
は
、
日
本
中
国
友

好
協
会
の
規
約
第
２
条
の
目

的
に
そ
っ
て
、
日
中
不
再
戦
、

ア
ジ
ア
と
世
界
の
平
和
に
貢

献
す
る
た
め
に
第
３
条
の
三

に
よ
っ
て
、
中
国
語
を
楽
し
く

学
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

◎ 
そ
の
た
め
に
も
、
決
し
て
赤
字

で
の
運
営
を
続
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
。 

◎ 

今
ま
で
の
講
座
は
解
体
し
て
、

新
た
に
講
座
を
つ
く
る
。 

  

 

１
月

１６

日
の
理
事
会
に
続
い

て
、
竹
内
理
事
長
、
小
林
事
務
局

長
、
谷
川
理
事
、
西
森
理
事
と

私
、
真
田
で
、
今
後
の
中
国
語
講

座
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
次
の
よ
う
な
確
認
事
項

と
変
更
点
を
、
現
在
の
講
師
と
中

国
語
受
講
生
に
提
案
す
る
こ
と
で

意
見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
提
案
は
、
３
月
２
日
の
土
曜

日
の
午
後
２
時
か
ら
、
岡
西
公
民

館
に
て
行
わ
れ
る
こ
と
も
決
ま

り
、
講
師
な
ら
び
に
全
受
講
生
に

は
印
刷
物
を
郵
送
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
の
各
催
物
の 

つ
づ
き
参
加
状
況 

【８
月
】 

・「岡
山
９
条
美
術
展
」 

７
０
０
人 

 

（出
展 

３６
人 

１
０
０
点
） 

・「ピ
ー
ス
バ
ル
ー
ン
」 

１
７
０
人 

・「沢
知
恵 

P
e
a

ce
 &

 p
e
a

ce
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

コ
ン
サ
ー
ト
」 

３
０
０
人 

・
朗
読
劇
「
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
」
を
知

っ
て
い
ま
す
か 

１
５
０
人 

・
第
４８
回 

反
戦
・平
和
・名
作
の
つ

ど
い
「特
攻
」
「拳
銃
王
」述
べ
１２
人 

【９
月
】 

・
「
柳
条
湖
事
件
８１
周
年
街
頭
宣

伝
」 

８
人
参
加 

中
国
帰
国
者
の

配
偶
者
の
生
活
支
援
署
名
５０
筆 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？ 35  

竹内和夫 

 

 

音節から拍へ 

 中国語（北方漢語）では、たとえば中国という漢字の発音

は zhongguo チョンクオのようです。チョンが１音節、クオ

も１音節で、この単語は２音節。ニホン語で「パン食った」

はどうか。「パン」は２拍、「食った」は[kutta]で３拍。ちが

いますね。声に出してみる。 

 音節は「きこえ」の単位で、拍は「長さ」の単位。この切

りかえが大切です。アイウエオのうちで一番遠くに音波がと

どくのはオです。実験してください、山のむこうと話をする

とき。だから zhongguo のうちで下線の o に「きこえ」の山

がある。山が２つだからこの単語は２音節語。「パン食った」

は、２拍の単語と３拍の単語でできている。 

 ここまで、いい？質問してね。 

A： パンは２拍、イギリス語だと bread ブレッドで１音節、

ロシア語も hleb フレープで１音節、どうしてニホン語は

コマギレなの？ 

B： コマギレ？そうか、５０音図など機関銃みたいといった

外人がいたけど、拍というのは音のごく短い単位♪（1/5

～1/12 秒）なんだね。 

C： ニホン語の音の数は、すくないの？ 

《そうだ、すくない方だよ。やさしい発音といっていいだろ

う。注意するのは、母音がならぶとき、つまる音（ッ）、はね

る音（ン）、子音の有声・無音と有気・無気のちがい。イギリ

ス語の１音節には strengths（強さ）や、ロシア語の１音節

vzglyad（ヴズグリャート）（見方）なんかあるけど、ニホン

人には、とてもむずかしい発音だ》 

つづく 

 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
主
催
の
中
国
語
講
座
に
つ
い
て 

２
０
１
３
年
４
月
か
ら
の
変
更
を
提
案 

 

日中友好協会岡山支部主催 

中国語講座 受講生募集 
２０１３年４月から、新しい入門講座を開設します。 

まったく始めてから、学習する方を対象としています。 

中国語の四声やピンインから、学びますので、 

もう一度学びなおしたい方もどうぞご参加ください。 

場所： 福祉交流プラザ岡輝 

     住所：〒700-0863 岡山市北区新道 57 番地 7  

  曜日： 毎週水曜日 午後６時半～８時半（月４回の授業） 

 会費： ４月から９月までの６か月分の前納 24,600円です。 

 講師： 中国からの留学生を予定しております。 

     締め切りは 3月 20日（水） 

申し込み方法  日中友好協会岡山支部 

メールアドレス  momoko53@coral.plala.or.jp 

mailto:rizhonghanyu@hotmail.co.jp

